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新記事を、順次投稿しています。 Facebook Twitter

リメンバー 117 は兵庫県の学生による、阪神・淡路大震災 25 年WEB メディアプロジェクトです。
参加している学生は皆、阪神・淡路大震災を経験したことのない 25 歳以下の者たち。
生まれる前の出来事を、自分たちなりに頭と体と心を使って考えて、記事を書いています。

（50音順　敬称略）
岡本優河　/　神戸新聞社　/　神大モダン・ドンチキ　/　須磨海
浜水族園　/　兵庫県広域防災センター　/　ひょうごボランタリー
プラザ　/　まきえちゃん

ボランティアをすることは
本当に就活に有利なのか

　以前から、ボランティアには参加したいと
いう思いがあった。テレビに映る被災地を見
て純粋に困っている人の力になりたかったの
だ。しかし、自分も災害に巻き込まれてしま
うかもしれないと思うと、一歩を踏み出すこ
とができずにいた。そんな私も今年の春、大
学生になり、将来や就職について考える機会
も増えてきた。そして、ボランティアはより
身近なものに感じるよ
うにもなった。大学で
は授業で……　  （続く）

記事全文は右記QR▶

防災士！ これでいいの？

記事全文は右記QR▶

　（前略）私は 4歳の頃に見た「ドスペ！『草
野仁の緊急検証　巨大地震は必ず来る！』」
という番組に心を打たれ「防災」というもの
に非常に興味を持ちました。そして様々な書
籍やテレビ番組の特集を数多く見て、独学な
がら勉強をしました。しかし、書籍や映像な
どで得られる知識には限界がありました。ま
た私の周りには同じよ
うに防災意欲があり、
刺激し…… （続く）

「ほんとだ！！」の女子高生
「ほんとに？」の女子大生

記事全文は右記QR▶

　（前略）2016 年に起こった熊本地震。（中略）
ライオンが檻から飛び出したという画像付き
のツイート。普段ならあるわけない。そう思
いスクロールするようなくだらないツイート
だ。しかし、これを私が見たのは、本震直後
に避難し、落ち着いて
きた午前 3時頃だった。
この……　　　 （続く）

災害ボランティアの
正体とは？

　（前略）私は高校生の時に防災を深く学び、
大学でも防災を学ぶことを目的して兵庫県立
大学に入学した現在 2 回生の大学生です。現
在も防災を自分自身にとっては主専攻と考え
て、大学で防災の 授業を受講したり、サーク
ル活動で災害ボラン
ティア・防災教育を中
心とした……　  （続く）

記事全文は右記QR▶

防災ってめんどくさい？

記事全文は右記QR▶

　私は、身近な人が死んでしまうことの恐怖
を日常の中でよく感じる。例えば、母が買い
物に出かけた時、父が趣味の釣りに出かけた
時、弟が部活動の合宿に出かけた時、このま
ま会えなかったらどうしようという考えが自
然に頭に思い浮かんで
しまう。交通事故や事
件などで…… （続く）

伝えたい！
[ 村上 莉乃 ]

偽善ではない！ 
行くことが
ボランティア

[ 橋本 賢太 ]

兵庫県広域防災
センター体験記
スピンオフ

[ 上利 侑也 ]

変わる雰囲気と
変わる意識

[ 佐久間 功規 ]

避難先で
非難される
マスメディア

[ 直田 佑麻 ]
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会計は
紙に書いて

[ 玉井 雄貴 ]

「このまま逃げ
ていいのか？」

「いや、一度向
き合ってみよ
う。」

[ 石堂 航平 ]

気持ちを持って
きましたよ、
ってだけで……

[ 佐治 千恵美 ]

記事全文は下記QR ▼

兵庫県広域防災センター
「起震車」体験記

　（前略）神戸電鉄緑が丘駅から神姫バスに乗
車して、15 分ほどで到着した「兵庫県広域防
災センター」。甲子園 26 個分の広大な敷地は、
災害時には兵庫県の連絡拠点となる。敷地内
の野球場や陸上競技場はヘリポートや支援物
資の保管拠点に。全国的にもこれだけの規模
で災害拠点とする所はほぼ無いそう。阪神・

淡路大震災を経験している県だからこそかと
感じ、誇りに思う。
　起震車を体験する前に、まず防災講話を聴
く。東北地震による津波の映像も観ました。
報道で目にした当時から８年経って、映像か
ら感じるものは何か変わっていました。「なん
で地震の揺れを……　　　　　　　 （続く）

記事全文は
こちら

「防災備蓄を持って、
 水族館で2泊3日過ごしてみた。」[ 岡田 敏和 ]

「あの日」を知らない学生たちが、
「あの日」と「これから」を考えるプロジェクト。
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母と商店街と
串刺しホルモン

記事全文は右記QR▶

　私はインスタ映えを狙ってキラキラした世
界を演出しているパンケーキ専門店より人情
味や生活感のあふれる商店街の方がよっぽど
落ち着く。私のように商店街に愛着をもつ人
は多いはずだ。いつものお店でいつもの店主
と何気ない会話を交わす。その中で信頼関係
が築かれていき、安心というなににも変えが
たいものが生まれるのではないだろうか。
　私が商店街に魅力を感
じ始めたのには母の影響
が大きい……　　（続く）

◀ 記事全文は左記QR

おばあちゃんに私が書いた記事を見せると、
「今まで震災の話はしなかったね」といって
私にゆっくりと語り始める。

まきえちゃんと私
　インタビューというよりおばあちゃんと
孫の対談という感じで、全く緊張感は漂っ
ていなかった。おばあちゃんに私が書いた
記事を見せると、「今まで震災の話はしな
かったね」といって私にゆっくりと語り始
める。
　今年 75 歳になるおばあちゃんは、忘れ
てしまったことも多いだろうが、孫の私に
一生懸命覚えている限りを語ってくれた。
　私のおばあちゃんである「まきえちゃん」
は、25 年前に起きた阪神・淡路大震災の時
は被害が大きかった須磨区と長田区の間に

住んでいたが、自宅での被害はとても少な
かった。なぜなら防災のための都市計画が
終わり、自宅を新しく作り直していた。
　それが良かったのだ。そのおかげで、
避難所生活を送ることなく、仕事が続け
られた。
　クリーニング取次店でのお仕事は、い
つもの何倍も忙しかったそうだ。
　被災者の方の家の下敷きになったドロ
ドロの服、寒さを凌ぐための毛布など沢
山の洗濯物の依頼がきた。水は 4ヶ月も
の間絶たれていたのだった。

　　　　祖母の家で飼っている私のセキセイイ
ンコのぽっぽちゃんと、いとこのセキセイイン
コのそうちゃんが、のんきにピヨヨヨと楽しそ
うに歌っている。

　祖母は私にとても多くのことを語ってくれた
ので、話の要点を箇条書きでまとめる。

水の不足
　顔を洗うのが精一杯だった。トイレも流せな
かった。トイレを流すために、妙法寺川からバ
ケツで水を汲み上げるバケツリレーが行われて
いた。
　冬だったため毎日はお風呂に入らなかった。
そもそも入れもしなかったのだが。自衛隊が
作った風呂に行き、高倉台でのお風呂ボラン
ティアにお邪魔し、親戚の家へお風呂に入りに
いくため電車に乗った。
　昔働いていた職場の社長宅が近所にあり、心
配で様子を見に行くと赤い炎で包まれている。
水がでないから消火できない。石を投げるしか
なかった。あちこちに火が燃え移った。何もで
きないまま、燃えるがままに焼け落ちた。
　何日も火がついたままで、空は煙っており、
黄色い雲が浮ぶ。

今は亡きおじいちゃんの話
　おじいちゃんは、5時
30 分に出張のため早めに
出勤していた。地下鉄で

の移動であったため、おばあちゃ
んはおじいちゃんが閉じ込められ
ているのではと心配していた。
　新神戸駅のエスカレーターをの
ぼっている時、揺れが起こる。エ
スカレーターが止まる。帰りの交通手段は歩き
のみ。9時に自宅へ帰ってきたのだった。ヨレ
ヨレのふらふらで。
　数日間会社は休みだった。しかし、数日後は
大阪の職場まで船で通ったそうだ。

　　　　故人を思ってか、当時を思い出してな
のか、目線はどこか遠くを見ていた。何度も
「ちょっと待ってね、うーん」と目をぎゅっと
つぶながら、必死に思い出そうとしてくれて、
思い出して私に話す時には、おばあちゃんの大
きな瞳は、 鏡のように私の姿をうつしていた。

何十年も復興できないのではないか、神戸は
立ち直れないのではないかと思った
　直下型地震でものすごい被害があったが、不
幸中の幸い。 当時はバブル経済期でお金もあっ
たし、景気が良かった。しかも神戸市は日本の
真ん中の方に位置していたから、比較的他県か
らのボランティアの方も来やすい。いい時期に
地震が起きたのだと考えられた。 
　実際、ものすごいスピードで復興 が進み 10
年も経てば、綺麗になっていった。立ち直るぞ
という気持ちが大きかったのではないか。生き
ようとする力が強かったのではないか。と、お
ばあちゃんは私に語る。　　　　　　　 （続く）

記事全文は下記QR ▼

　（前略）ひょうごボランタリープラザ 所長 
高橋守雄さんにインタビューをする前、僕は
ボランティアに行っても緊張して本当に支援
できているのか不安だったし、迷惑になって
ないかなとかそもそも偽善なのかなと、うだ
うだと考えていました。しかし、インタビュー
をした後はそういう考えをすること自体あま
り意味がなかったのではないかと考え方が変

わりました。
　なぜなら、高橋さんに他者からの評価は気
にしなくていいし、被災された方に笑顔と元
気を届けるだけで十分だと言っていただけた
からです。
　その時の高橋さんの何かに訴えかけるよう
な強い眼差しは僕の心を大きく動かしました。
　発災直後は……　　　　 　　　 （続く）

ボランティアって
意味あるの？

　私は大学生時代にボランティア活動をする
ことが多かった。サークルで興味があった農
業ボランティアを行い、他にも祭りのボラン
ティア、大学の講義の一環でハンセン病患者
の暮らす島でのボランティア、自動車免許合
宿の際も毎朝ボランティア活動に参加した。
　ボランティアを経験するうちに私の中に一
つの疑問が沸いた。そ
れは「ボランティアは
意味が…… （続く）

記事全文は右記QR▶

親父、いやお父さん

　僕と父はまあまあ仲が良い。だが昔に比べ
たら、昔ほど仲良くないような気がする。僕
が小さい頃はよく遊んでくれた。正直父の方
が僕よりもはしゃでいた。海に連れていてく
れた時も僕をほったらかして沖まで泳いでい
く。その父を僕は必死に追いかけていた。小
学校の 5年生の時に授業参観で「将来の夢」
については発表する場があった。みんなの夢
はケーキ屋さん、サッ
カー選手、弁護士…だっ
た。当時…… （続く）

記事全文は右記QR▶

キャッシュレス×災害＝？

　JR 三ノ宮駅西改札を出て財布を見る。40
円しかない。こんなことが結構な頻度で起こ
る。というのも私は現金を持ち歩くのがあま
り好きではないからだ。小銭はたまると重い
し、お会計でいちいち金額を自分で数えて出
すことが億劫だ。だから私は普段の買い物は
主に電子決済サービスを利用している。また
近年はキャッシュレスの波及が著しく、行政
機関がキャッシュレスを促進している。
しかしどうだろう。こ
の災害の多い国、日本
でこの……          （続く）

記事全文は右記QR▶

10 歳の私へ

10 歳の私へ
20 歳になりました。
お酒が飲めるようになりました。
車の免許も取りました。
帰宅が 12 時を回っても
怒られなくなりました。
もう 10 歳の私のように素直な感想は
述べられなくなりました。
20 歳の私は、震災を、
どう捉えるのでしょうか。

記事全文は右記QR▶

揺れが
分からない。

[ 上利 侑也 ]

何となくするこ
とがなかったか
らボランティア
をした。

[ 林 凌大 ]

災害時でも
美しく

[ 原 郁海 ]

防災系男子の
憂鬱

[ 岡田 敏和 ]

｢手遅れになる
前に避難してく
ださい｣

[ 前田  華織 ]

記事全文は下記QR ▼
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防災の精神・災害文化。
この大きな節目が、若い人にとってこれからの災害に備えるきっかけになるように。

そ
れ
ぞ
れ
に
果
た
せ
る
役
割
。

湯川： 　あらためまして、こんにちは。昨年４月、
早金さんは防災監になられ、私は民間から
の初登用というかたちで広報官になりまし
て、１年余りが過ぎました。そこから、い
わば内部からも、兵庫県の防災の取組につ
いて学び、昨年の津波一斉避難訓練なども
関わらせてきましたが、やはり、あの阪神・
淡路大震災を経験した兵庫県だからこそ考
え行う「防災」について、まだまだ理解が
足りないのではないかなと思っています。
　ということで今日は、あらためて初歩的
なところからお伺いしたいのですが、そも
そも「兵庫県防災監」とは、具体的にはど
のようなお仕事でいらっしゃるんですか？

早金：　はい。一言でいいますと、「災害対応の総
括者」です。
　「災害」というのは、台風・大雨・地震な
どの自然災害もありますし、また最近です
とヒアリや新型インフルエンザ、あるいは
“国民保護事案” というのですが数年前には
外国によるミサイル発射実験などもありま
したね。これらすべての、いわゆる危機事
案全般になります。
　このような災害が起こった時には、県で
すから兵庫県内にある 41 の市町や、その
他あらゆる情報を収集して、必要な対応を
します。たとえば自衛隊や警察などの機動
部隊に、知事から救助要請をするための判
断が必要になることもあります。とにかく

川西市出身。人生の大半を川西で過ごす。兵庫県庁に入って、
36年。近年は災害対策局長、地域創生局長、西播磨県民局長、
東京事務所長など、「地域とのつながりのなかで、県の役割
を考える」ポジションを歴任。広報を担当していたこともあ
る。2018 年 4月より、第 10 代兵庫県防災監に就任。自らの
経験から、「顔が見える関係づくり」こそが元気な地域をつ
くり、結果的に地域の防災力を高めると考えて、取り組みを
進めている。

早金孝（兵庫県防災監）

記事全文は
右記QR▶
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情報収集が大事ですね。
　なので、災害時にいつでも対応できるよ
う、私は週末もふくめて県庁近くの宿舎に
寝泊まりしています。いざというときには、
すぐに災害対策センターに駆けつけます。
湯川さんもいらっしゃる県庁舎の、道路を
挟んで北側にある、災害対策専用の建物で
すね。ふだんも仕事はそこでしています。
　ここには、あまりみなさん来られる機会
はないですよね。県庁見学の小学生くらい
かな（笑）

湯川：　あ、私も一度、見せていただきました。
たとえば映画『シン・ゴジラ』の対策本部シー
ンに出てきそうな、バーンと大きいモニター
があって、ライブカメラも含めて何か所も
の映像が同時に映っていて、テレビ会議も
できる。かなり格好良いですよね。

早金：　格好良いというか、あのような機能が必
要だということが、兵庫県は経験からわかっ
たのですね。阪神・淡路大震災が起こった
当時は、災害対策本部室が、本庁舎、いわ
ゆる県庁の最上階にあったんです。なので
停電、断水、通信回線のダウン、それに建
物そのものへの被害などで、十分な災害初
動ができなかった。その教訓から造られた
施設です。
　完成したのは 2000 年。当時、全国自治
体初の災害対策専用庁舎です。この「防災監」
という役職ができたのは……　　 （続く）


